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目的 

 伊勢湾海域でのアサリ漁獲量は 1990 年には 18,000 ト

ンを記録したが，2001 年以降は 5,000 トン未満に減少し

ている。アサリの主要産地である松阪地先の漁獲量は比

較的安定しているものの，最大の主要産地であった伊勢

地先においては漁獲量の減少が顕著である。本事業では，

アサリの資源加入の促進と現況把握を目的に，ノリ網な

どの構造物を用いたアサリ稚貝着底効果及び底質メカニ

ズムの確認および，県内の主要アサリ漁場の稚貝発生動

向の把握を行った。 
 

方法 

調査１．ノリ網を用いた資源加入の促進 

 伊勢湾では，秋季産卵由来の浮遊幼生が着底後２年程

度の期間を経て，漁獲加入まで結びつくことが知られて

いる。 

伊勢湾南部のアサリ主要漁場である勢田川・五十鈴川

河口地先の干潟漁場において（図１），この秋季発生群

をターゲットとし，2006 年 10 月～2007 年 3 月の期間，

ノリ網 48 枚を干潟（地盤高 DL20cm）の直上 30cm に水

平に敷設し（図２），以下に示す手法で稚貝の着底促進

効果を検証した。 
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図１．調査海域（調査１：ノリ網を用いた資源加入促進，

調査２：資源動向の把握）の位置 

 

ノリ網敷設区及び対象区において月１回の頻度で，ア

サリの成長段階別密度，底質，水質，流向流速を測定し

た。浮遊幼生採集には，海面下 2m から水中ポンプを用

いて採水した海水を目合い 133μm のプランクトンネッ

トで濾過し濃縮後，実体顕微鏡下で殻長期以降のアサリ

幼生を計数した。アサリの着底稚貝（殻長 0.2mm≦ <0.

3mm），および稚貝（殻長 0.3mm≦ <1mm）は，干潟直

上からコアサンプラー（直径 3.1cm，深さ 1cm）によっ

て各測点 2 試料を採集し，実体顕微鏡下で，種別に計数

および殻長計測を行った。 

 

図２．ノリ網を用いた着底促進の概念図（養殖研究所 

日向野純也氏より提供） 
 

調査２．資源動向の把握 

 伊勢湾のアサリ代表漁場域および周辺域（木曽三川河

口，鈴鹿，松阪，伊勢）において，前年加入稚貝が採捕

され始める秋季から冬季（2006 年 11 月～2007 年 1 月）

に，採泥器やジョレンを用いて，アサリの成長段階別密

度及び底質を調べ，地先別の親貝場，稚貝場の現状を把

握した。 

 

結果および考察 

調査１．ノリ網を用いた資源加入の促進 

 図３に示したとおり，2006 年度のアサリ浮遊幼生は春

季発生群が多く，親個体群への成長が期待される秋季発

生群が少なかった。この結果に対応して，10～11 月の着

底稚貝はほとんど確認できず，例年ならば着手終了時期

である 12 月に初めて殻長 0.4mm 未満の着底直後の稚貝

が見られたが（図４，図５），例年よりも着底稚貝密度

は低かった。 

図６と図７に示すとおり，ノリ網敷設区のアサリ及び




